
心不全を早期発見・治療する
　日本循環器学会によると、心不全は「心臓が悪いため
に息切れやむくみが起こり、だんだん悪くなり生命を縮
める病気」と定義されています。高血圧や糖尿病、動脈
硬化などさまざまな原因が複合的に重なり発症します。
　心不全にはステージがあり、心臓の働きとともに身体
機能がゆっくり低下していきます。やがて呼吸困難など
の激しい症状が起こり心不全を発症します。多くの場合、
一旦回復しますが、再び症状を繰り返すことや急激に悪

名古屋共立病院 循環器内科では、日本人の死因第 2位の心疾患に対し、
心臓血管外科と連携しながら、安全で質の高い治療を患者様の症状に
あわせて行っています。生命を脅かす心臓の病気は、早期発見・治療
が何よりも重要です。

化して突然死することも珍しくありません。生活習慣の
改善や服薬、ペースメーカーの埋め込み手術などステー
ジにあわせた早期治療が重要です。
　心臓に持病を抱えている方や「夜間に咳が出る」「息
苦しくて眠れない」「急激に体重が増えた」「手足がむく
む」といった症状が続く場合は、かかりつけ医もしくは
当院の循環器内科外来を早期に受診してください。
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※器質的心疾患とは…心筋梗塞や心筋症など


